
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
の
目
的

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

　

ル
化
設
置
工
事

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る

　

契
約

〇
契
約
の
金
額

　

９
４
８
２
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　

藤
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

　

グ
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

藤
田　

実

  

工
事
概
要

　

今
回
は
、
子
局
設
備
20

局
・
戸
別
受
信
機
２
５
０

台
を
設
置
す
る
も
の
。

　

全
体
計
画
と
し
て
は
、

親
局
設
備
・
子
局
設
備
21

局
・
移
動
系
無
線
設
備
30

台
・
戸
別
受
信
機
５
１
２

５
台
で
、
完
成
は
平
成
33

年
度
予
定
。
残
る
は
、
移

動
系
無
線
設
備
30
台
・
戸

別
受
信
機
４
８
７
５
台
。

今
回
の
工
事
で
25
％
実

施
。

デジタル化への更新が進む防災無線システム（役場庁舎）

第１回 臨時会賛否一覧

議員名　　

　　議案名および内容

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

馬
場
　
周
二

議
　
　
案

第37号
平成３０年度防災行政無線放
送施設デジタル化設置工事請
負契約の締結…上記参照

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第38号
税条例の一部改正…法の一部
改正に伴い、固定資産税の課
税標準に係る特例率を定める
必要があるため

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥	 	 	
議長は採決に加わっていないため「－」で表示	

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

第１回
臨時会

防災無線デジタル化
第２段階へ
　８月３日に第１回臨時会を行い、議案２件が提案され、
原案どおり可決しました。
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視察研修
リポート

宮城県仙
せん だ い し

台市

栃木県芳
は が ま ち

賀町

茨城県境
さかいまち

町

福島県泉
いずみざきむら

崎村

長野県飯
いいづなまち

綱町 栃木県茂
も て ぎ ま ち

木町

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

公
共
交
通
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
学
ぶ

境
町
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
て

栃
木
県

茨
城
県

　

７
月
２
日
３
日
、
栃
木
県
茂

木
町
と
芳
賀
町
で
公
共
交
通
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
状
況

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

茂
木
町
は
、
平
日
と
土
曜
に

運
行
。
運
休
は
日
曜
、
祝
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
。
運
賃
は
大

人
３
０
０
円
子
ど
も
１

５
０
円
で
す
。

　

芳
賀
町
は
、
平
日
、

土
曜
、
祝
日
に
運
行
。

日
曜
、
年
末
年
始
は
運

休
。
大
人
２
０
０
円
子

ど
も
１
０
０
円
。
両
町

と
も
、
事
前
に
予
約
セ

ン
タ
ー
か
町
の
担
当
課

に
登
録
し
、
予
約
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
て
町
内

と
町
外
２
施
設
を
、
芳

賀
町
は
車
３
台
と
茂
木

町
は
４
台
で
運
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
70
代

80
代
の
女
性
に
よ
る
医

療
機
関
と
商
業
施
設
へ

　
７
月
14
日
15
日
、
茨
城
県
の
境

町
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

境
町
で
は
、
平
成
29
年
9
月

か
ら
、
健
康
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。「
健

幸
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
、

18
歳
以
上
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
し
、
町
の
健

診
な
ど
目
標
を
決
め
て

取
り
組
む
と
マ
イ
ル
が

貯
ま
り
、
健
康
食
品
な

ど
と
交
換
で
き
ま
す
。

「
葉
酸
サ
プ
リ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
認
知
症

予
防
に
効
果
が
あ
る
葉

酸
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
65

歳
以
上
、
千
人
に
１
年

分
配
布
す
る
も
の
で

す
。「
メ
タ
ボ
脱
出
減

量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

20
歳
以
上
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が

25
以
上
の
人
が
対
象

で
、
３
カ
月
間
減
量
に

の
利
用
が
大
部
分
で
、
両
町
と

も
エ
リ
ア
を
定
め
て
定
期
便
で

運
行
し
て
お
り
、
料
金
も
安
く
、

予
約
セ
ン
タ
ー
方
式
で
集
約
さ

れ
、
利
用
し
や
す
い
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

（
委
員
長　
岩
﨑　
信
幸
）

取
り
組
む
も
の
で
、
町
民
に
大
変

好
評
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
委
員
長　
飯
島　
衛
）

デマンドタクシーの運用状況を学ぶ（芳賀町）

町長より「健幸づくりプロジェクト」の説明を聞く（境町）

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他
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定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算 

他

委
員
会
審
査
委
員
会
発
議 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修
町
の
散
歩
道 

他

地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
の
法
人
に
学
ぶ

飯
綱
町
議
会
に
学
ぶ

福
島
県 

・ 

宮
城
県

長
野
県

　

７
月
23
日
、
福
島
県
泉
崎
村
の
社
会

福
祉
法
人
こ
こ
ろ
ん
で
、
農
業
と
福
祉

が
連
携
し
て
互
い
の
問
題
を
解
決
し
、

新
し
い
事
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
出
す
る
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
社
会
参
加
や

就
業
支
援
の
た
め
に
、
耕

作
放
棄
地
を
再
生
利
用

し
、
無
農
薬
、
無
化
学
肥

料
で
の
農
産
物
の
栽
培
・

加
工
や
、
直
売
所
販
売
と

移
動
販
売
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
懸
命
に
働
く

障
害
者
の
姿
が
、
心
に
強

く
残
る
視
察
で
し
た
。

　
７
月
24
日
、
宮
城
県
仙

台
市
の
一
般
社
団
法
人
リ

ル
ー
ツ
で
、
被
災
農
家
の

野
菜
販
売
・
地
元
企
業
と

連
携
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ

ー
の
商
品
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
始
ま

っ
た
大
学
生
主
体
の
ボ
ラ

　
８
月
６
日
、
長
野
県
飯
綱
町
議
会
で
議

会
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
野
市
に
隣
接
し
平

成
の
大
合
併
で
誕
生
し

た
人
口
１
万
１
６
０
０

人
、
農
業
が
基
幹
産
業

の
町
で
す
。
合
併
に
よ

り
議
員
の
意
識
改
革
が

始
ま
り
今
日
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
を
行
っ
て

き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

飯
綱
町
議
会
で
は
１

期
目
議
員
へ
の
学
習
会

の
実
施
を
始
め
、
議
会

改
革
の
内
容
を
町
民
に

宣
言
し
、
目
標
達
成
に

向
け
取
り
組
ん
で
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
議

会
改
革
で
一
番
大
切
な

改
革
は
、
議
員
そ
れ
ぞ

れ
の
意
識
改
革
が
重
要

と
の
こ
と
で
し
た
。
議

員
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
改

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
現
在
も
継
続
し
、
復

旧
か
ら
復
興
に
向
け
、
地
域
再
生
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。

（
委
員
長　
小
池　
春
雄
）

革
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
痛
感
し

た
視
察
研
修
で
し
た
。

（
委
員
長　
山
畑　
祐
男
）

農福連携事業に取り組む「こころん」で移動販売の説明を受ける

議長から議会改革のポイントを学ぶ（飯綱町）
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